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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
昨
年
10
月
よ
り
前
加
瀬
哲
夫
委
員
長
か
ら

教
育
委
員
会
委
員
長
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
志
田
と
申
し
ま
す
。
微
力
な
が
ら
羽
村
市
の
教

育
の
発
展
に
全
力
で
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
異
常
気
象
と
呼
ば
れ
る
近
年
の
天
気
で

す
が
、
昨
年
は
台
風
の
上
陸
が
な
か
っ
た
せ
い
か

秋
の
奥
多
摩
の
紅
葉
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

自
然
科
学
を
学
ん
で
い
る
と
そ
の
中
に
身
を
置
き
、

そ
こ
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。浅
学
な
が
ら
こ
れ
を
子
ど
も
の
情
操
教
育
に
応

用
で
き
な
い
も
の
か
と
す
ぐ
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

植
物
で
は
乾
燥
地
を
好
む
物
、
湿
地
帯
、
日
向
、

日
陰
と
形
が
違
う
よ
う
に
成
育
す
る
環
境
も
全
て

違
い
ま
す
。
子
ど
も
も
色
々
な
環
境
で
育
ち
、
持

っ
て
い
る
才
能
が
違
う
と
い
う
大
き
な
特
徴
を
持

っ
て
い
ま
す
。
個
々
の
才
能
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い

と
い
う
の
が
望
み
で
す
。

　

羽
村
市
で
は
小
中
一
貫
教
育
、
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
等
々
、
多
種
の
教
育
環
境
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
年
も
「
は
む
ら
の
教
育
」
を
通

し
て
、
教
育
委
員
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
情
報
を

提
供
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

あけまして おめでとう ございます
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10
月
16
日
、
羽
村
市
生
涯
学
習
基

本
計
画
審
議
会
（
漆
原
智
良
会
長
）

か
ら
、
市
に
対
し
て
、
羽
村
市
の
平

成
20
年
度
〜
23
年
度
ま
で
の
生
涯
学

習
に
関
す
る
展
望
や
施
策
を
ま
と
め

た
、
第
3
次
羽
村
市
生
涯
学
習
推
進

基
本
計
画
（
改
訂
版
）
に
つ
い
て
の

答
申
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
答
申
に

基
づ
き
、
市
で
は
第
3
次
羽
村
市
生

涯
学
習
推
進
基
本
計
画
（
改
訂
版
）

素
案
を
作
成
し
、
1
月
4
日
（
日
）

午
後
5
時
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
改
訂
版
は
、
平
成
15
年
度
か

ら
推
進
を
図
っ
て
き
た
計
画
（
計
画

期
間
10
年
）
が
中
間
点
と
な
る
5
年

を
経
過
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
現
行

の
計
画
を
見
直
す
と
と
も
に
、
今
ま

で
の
生
涯
学
習
を
取
り
巻
く
状
況
の

変
化
を
反
映
さ
せ
た
新
た
な
計
画
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
改
訂
版
に
よ
り
、
第
四
次
羽

村
市
長
期
総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ

る
『
〜
ひ
と
に
心　

ま
ち
に
風
〜
い

き
い
き
生
活
・
し
あ
わ
せ
実
感
都
市　

は
む
ら
』
の
実
現
に
向
け
て
、「
生

涯
を
通
じ
て
、
学
び
あ
い
、
豊
か
な

人
間
性
と
郷
土
愛
に
満
ち
た
市
民
と

し
て
成
長
す
る
た
め
の
生
涯
学
習
」

を
基
本
理
念
と
し
、
教
育
分
野
に
留

ま
ら
ず
市
政
全
般
の
施
策
と
の
横
断

的
な
連
携
を
図
り
、
羽
村
市
の
生
涯

学
習
の
一
層
の
発
展
を
目
指
す
も
の

で
す
。

　

こ
の
素
案
は
、
ゆ
と
ろ
ぎ
、
図
書

館
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。（
閲
覧
時
間　

開
館
〜
午

後
5
時
）

●
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

第
3
次
羽
村
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
（
改
訂
版
）

素
案
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

最近、ゆとろぎを利用するときのマナーが気になります。
みんなが気持ちよく施設を利用できるようにルールやマナーを守りましょう。

ゴミは持ち帰ろう
お菓子の袋やカップめんのゴミなどがロビーや情報コーナー、入り口付近に
捨てられていることがあります。（原則、テーブルが置いていないところで
は食べ物を食べることはできません。情報コーナーは飲食ともに禁止で
す。）ゴミはすべて、自分で持ち帰りましょう。

静かに使おう
公共施設はいろいろな人が利用します。施設内では騒いだり、走りまわった
りせず、静かに利用しましょう。

ロビーは共有スペース
ロビーの机や椅子を長時間占拠しているケースが見受けられます。ロビーは
共有のスペースなので、あまり長い時間使用したり、荷物を置きっぱなしに
しないよう気をつけましょう。



●問合せ　図書館
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「図書館に対する私の意見・提案について」
　羽村市図書館では、市民の皆さんに身近で利用しやすい図書館となるよう、日頃
から、利用者のご意見・ご提案を伺い、図書館運営に活かしていくよう努めています。
また、その内容等については、定期的にお知らせしていますが、今回も、最近いた
だいたご意見等の主なものの内容とその対応等についてご紹介させていただきます。

意見・提案

　羽村市図書館では昭和48年の開館以来、ご自
身で借りられた本はご自身で元の本棚に返してい
ただくようご協力をお願いしております。これは、
ご自身でご返却いただくことで、利用される分野
の場所を知っていただくとともに、新たな本との
出合いも生まれるとの考え方によるものです。
　なお、返却する場所がわからない方のために
「返却本棚」も設けてあります。
　書架については、1日に 3～4回は職員が配架
を行い、その際に誤った書架に配架された本は所
定の棚に戻すようにしております。また、開館前
と夕方に配架と書架整理を行っております。特に
夕方はご利用の妨げにならないような場所を中心
に行っておりますので、時間帯によってすぐに乱
雑になってしまう場所があります。今後も、利用者
が本を書架へ戻すようお願いしてまいりますが、
書架が乱雑にならないよう、定期的な整理に努め、
見やすい書架にするよう心がけていきます。

　返却された本は図書館の職員が
書架へ戻すべきだと思います。書
架の乱雑さと本の状態の悪さの原
因は利用者が本を書架へ戻すシス
テムが原因だと思います。

➡

図書館からの回答等

　館内は、職員が適宜巡回することとしておりま
すが、その際、携帯電話の使用や飲食、写真撮影
など利用上ご遠慮いただいている行為や他の利用
者の方が不快に感じる行為があった場合は、その
都度注意をすることとなっています。しかし、徹
底されていないというご意見がありましたので、
改めて、利用者のマナーを徹底するよう努めてい
きます。

　図書館内で携帯電話を使用して
いる人をよく見かけます。会話や
着信音などが耳障りです。また、休
憩コーナーで食べ物を食べている
人もいます。さらに館内で写真撮影
する人を見かけたこともあります。
非常に不愉快で遺憾に思います。
　しかし、見かけた職員は注意も
せず、知らぬ顔をしています。し
っかりとした職員としての態度を
示していただきたいものです。

➡

　予約が多い資料については、貸
出期間を14日から 7日にする
べきではないか。そうすることに
より、貸出できる日が早くなり、
多くの人が利用できます。

　羽村市図書館管理運営条例施行規則では貸出し
期間は2週間以内となっております。多くの利
用者の利便性を考慮すると2週間が妥当と思わ
れますが、予約が多い資料などは読み終わり次第
返却していただくよう利用者のご協力をお願いし
ていきます。

➡

　基本的には、利用者の皆さんに返却期間はきち
んと守っていただくよう徹底していきたいと思い
ますが、期間内に返却できない事情がある場合も
あります。督促の方法については、シーリングの
方法も含めて今後検討していきます。なお、延滞
資料の詳細につきましては、図書館までお問合せ
いただければすぐにお調べいたします。

　延滞資料の督促は番号だけでは
わからない。個人情報を気にする
ならシールを貼ることもできる。 ➡
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校情報コーナー③

Ｑ　通学区域については、どうなるのですか。
Ａ　中間報告では、「小・中学校一貫教育校の通学区域は、現在の武蔵野小学校の通学区域とする。その際、
現在、羽村第三中学校に通学している富士見小学校を卒業した児童の一部と松林小学校を卒業した児童
の一部を羽村第二中学校の通学区域とすることが望ましいが、当分の間、小・中学校一貫教育校に通学
することも可能とする。また、現在の武蔵野小学校の受け入れ可能人数を考慮して、新 1年生に対して
小・中学校一貫教育校を選択することを可能とすることが望ましいと考える。市内全体の学校選択制の
導入については、小・中学校一貫教育校の成果を検証し、検討していくこととする。」としています。
　　しかし、今後、他の学区における施設分離型のあり方も検討していきますので、最終報告の中で、市
内全体の通学区域の考え方を示していきます。なお、学校選択制についても、同様とします。

Ｑ　中間報告後の検討状況は、どうなっているのですか。
Ａ　小・中一貫教育校検討委員会には、「基本計画作成部会」、「カリキュラム作成部会」、「施設部会」の
3つの部会があり、現在、「施設部会」を除き、月 1回開催して積極的に検討を進めています。

　　「基本計画作成部会」では、学習規律を身に付け、学力や生活力の向上を図るための小学校 1・2年生
の副担任制の導入や、より効率的・専門的に学習できるための 5・6年生の教科担任制の導入について
の検討を行っています。

　　「カリキュラム作成部会」では、羽村市における児童・生徒、保護者、地域の実態等を踏まえ、「英語
活動・英語科部会」、「（仮称）羽村学部会」、「（仮称）人間学部会」、「（仮称）親学部会」で、それぞれ
具体的なカリキュラムの開発を検討しています。

　　「施設部会」については、本年度 1回開催し、施設面での課題を明らかにしたところでありますが、
今後、各部会の進捗状況を踏まえ、必要に応じて開催していく予定です。

Q　羽村 3学では何を学び、中間報告後の検討状況はどうなっているのですか。
Ａ　羽村 3学については、羽村の児童・生徒、保護者、地域の実態・課題等を重視したものとし、児童・
生徒が国際社会に対応できる能力や羽村の郷土を愛し守っていくことのできる態度及び社会的自立が図
られるような能力を育てていくことを考えております。

　　このため、「（仮称）羽村学」では、児童・生徒に郷土を愛し郷土を守っていくことのできる態度や能
力を育成するため、羽村の自然、地域、歴史、文化に関するカリキュラムを、「（仮称）人間学」では、
児童・生徒に社会のきまりや将来の職業や生活への見通しを持たせるため、生活規律やキャリア教育等
に関するカリキュラムを、また、「（仮称）親学」では、保護者が親として子どもの基本的な生活習慣や
学習習慣を身に付けさせるためのしつけや指導方法等について学ぶことを支援するためのカリキュラム
を、それぞれ開発していく予定です。

Ｑ　検討状況についても、その都度、教職員、保護者、市民等に説明すべきでは 
ないのですか。

Ａ　昨年 5月 15 日には、議会に対して、また 9月 17 日には武蔵野小学校と羽村第三中学校の教職員・保
護者を対象に、中間報告及び現在の進捗状況の説明会を実施しましたが、そうした中で、説明が不足し
ていると言ったご意見をいただきました。こうした説明会でのご意見を踏まえ、今後は、教職員・保護
者・市民の皆様のご意見等を十分にお聞きしながら、検討を深める必要があると考えております。また、
検討委員会においても、一定の検討がまとまった段階で、逐次報告を行うとともに、その内容について
周知し、ご理解とご協力をいただいていく考えであります。

次号の「はむらの教育」でも、小・中学校一貫教育校のコーナーを設け、情報を提供していきます。
なお、羽村市ホームページhttp://www.city.hamura.tokyo.jp/ でも、必要な情報を掲載していきます。

●問合せ　指導室
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小・中学校一貫教育
　10 月 1 日発行の「はむらの教育」では、検討委員会から報告された小・中学校一貫教育校開設の意義に
ついて掲載しました。今回は、中間報告後に出された主な質問に対する回答を掲載いたします。

Ｑ　小・中学校一貫教育校とは、どのような学校なのですか。
Ａ　現在は、小学校 6年間と中学校 3年間という 6・3制の中で、小学校と中学校が別々に教育を行って
います。小・中学校一貫教育校は義務教育を 9年間で捉え、9年間を見通した教育活動を通じて子ども
たちの発達段階に応じたきめ細かな指導を行うものです。

　　この小・中学校一貫教育校は、小学校と中学校が隣接している場合は施設隣接型として、また、離れ
ている場合は、施設分離型として位置付け、それぞれ学習指導要領に基づく指導を基本として、小・中
学校 9年間を通じた一貫したカリキュラムに基づく指導のほか、羽村の地域性を生かした「羽村 3学」
による指導を行っていきます。このことから、施設隣接型と施設分離型での指導の内容は同じものとな
ります。

Ｑ　なぜ、今、このような学校が必要なのですか。
Ａ　小学校と中学校の区別は必要ですが、教育基本法や学校教育法においては、義務教育を 9年間として
捉えています。子どもの成長・発達は小・中の区別なく連続しているわけですので、この連続性を義務
教育 9年間の中で捉えていくこと、つまり 6・3制に合わせるのではなく、子どもの成長・発達に合わ
せたものにしていくことが重要です。また、現在は小学校と中学校がそれぞれ独立しており、小・中学
校の指導形態、教師のかかわり方の違いや学校の文化や風土も異なっています。小学校と中学校にはこ
うした段差があることから、小・中学校間の指導の継続性という面で多くの課題があります。

　　現在、学力低下やいじめ、不登校の問題行動等が指摘されており、児童・生徒一人一人に基礎的・基
本的な知識や技能を徹底して身に付けさせ、自ら学び自ら考える力などの確かな学力を育成し、生きる
力を育んでいくことが求められています。また、時代の変化から情報化・国際化等に対応した教育や障
害のある児童・生徒の多様な教育ニーズに応え、児童・生徒一人一人の能力や可能性を最大限に伸長す
る教育を展開することも求められています。さらに、いじめや不登校などの問題行動等には、その解決
に向けて適切な対応策を講じることが喫緊の課題となっています。

　　こうした課題を解決していくため、小・中学校 9年間を通じた一貫したカリキュラムによる指導を
小・中学校が連携して取り組んでいくことが必要であると考えています。なお、このことは特別支援教
育についても同様です。

Ｑ　すでに実施している自治体では、どういう成果が現れているのですか。
Ａ　品川区における施設一体型の小・中一貫教育校「日野学園」においては、子どもたちの成果は今後 9
年間を通じて学んできた卒業生を見なくては評価できないとしながらも、「授業時数の増加が図れた。」、
「つまずきやすい内容を学年を越えて指導できるようになった。」、「5年生以上は教科担任制と部活動へ
の参加により、学習意欲の高まりとともに基礎学力が向上した。」、「小学校から中学校への進学に伴う
不安がなくなり、不登校が減った。」、「独自の特色を生かした取り組みができた。」、「小学校と中学校の
教員間の相互不信、不干渉主義、互いの責任転嫁が克服できた。」などの成果があったと報告されてい
ます。

　　一方、三鷹市におけるコミュニティスクールを基盤とした施設分離型の小・中一貫教育校「にしみた
か学園」においては、「小学生の抱く中学生活への見通しと期待の高まり」、「児童・生徒の学ぶ意欲の
向上」、「基礎学力の向上」、「発達段階を踏まえた児童・生徒の理解の促進」、「不登校の減少」、「小・中
一貫教育の意義についての保護者・地域住民の理解の促進と支援・協力体制の確立」などが成果として
報告されています。

　　羽村市の小・中一貫教育校も、こうした成果が出ることを目指して、検討を進めていきます。
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スポーツコラム③
～にこにこペースでランニング～

　冬のスポーツといえばスキーやスケートを思い浮かべますが、テレビではマラソンや駅伝な
どのランニング競技も多く流れます。市の駅伝大会も 3月に行われ、青梅マラソンや東京マ
ラソンなど、ランニングをする方々にとっては、良い季節となりました。今回はマラソン大会
出場に向けて、日々努力している方ではなく、ランニングの魅力を感じてみたい方々に、どの
ように練習すれば良いか考えてみました。
　最初から「12月にはフルマラソンに挑戦！」という高い目標を立て、毎日コツコツ努力す
る方法もありますが、多くの方が挫折してしまいます。最終目標を「今よりも健康的な身体に
なる」というように、低く設定してみましょう。今まで運動していない方はもちろん、運動を
始めたけど長続きしなかった方、目標を高くし過ぎて自分にプレッシャーをかけていませんで
したか？ 「運動」＝「つらい」「面倒くさい」と、ストレスを感じていては長続きしません。
最初は、週 1回以上 10～20分ぐらいランニングすることを目安に始めましょう。「毎週日曜
日の朝に実施する。」「3キロ走る」など具体的な目標ではなく、「週に 1回 10分ぐらい動く
時間」としてみましょう。必ず走らなくても結構です。途中で歩いても、10分以上動くこと
が大切です。その時の気分で、景色を見ながら、家族や友達と話をしながら、音楽を聴きなが
ら、走ることに集中することなく、楽しみましょう。格好良い（かわいい）ウエアを買って外
に出る作戦はどうでしょう？ ちょっと遠回りしたくなるかもしれません。楽しいことを思い
ながら、にこにこ笑ってみるのはどうでしょう？ 身体はつらくても、にこにこ笑っていれば
気持ちも楽しくなってきます。時間もあっという間に過ぎてしまいます。
　にこにこ笑うことは、科学的にも医学的にも良いとされています。怒りはストレスにつなが
り、その対極にあるのが笑顔だということです。笑顔で走るのは難しいと言われる方もいるか
と思いますが、にこにこ笑顔でいられるぐらいのペースで走ると思ってください。にこにこ走
っている内に、汗をかく爽快感、風を切る気持ち良さ、10分間動けたことに対する達成感を
感じることができ、走ること自体が楽しくなるかもしれません。そうなれば、週 1回では物
足りず、回数や時間を増やすことになり、走らずにはいられない身体になること間違いなし。
　なんて、全ての方がそうなれば、日本全国ランナーで溢れてしまいますが…。今年こそラン
ニングを始めたい（続けたい）という方、「にこにこペースでランニング～」を合言葉に、さ
っそく今から外に出てみませんか？ ●問合せ　体育課

　

平
成
20
年
11
月
6
日
に
開
催
さ
れ
た
羽
村
・

瑞
穂
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
で
、

平
成
19
年
度
の
学
校
給
食
費
会
計
の
決
算
報
告

が
行
な
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
内
容
は
、
食
の
安
全
対
策
か
ら
国
内
産

の
原
材
料
の
使
用
や
小
麦
を
原
料
と
し
た
食
材

の
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
、
た
い
へ
ん
厳
し

い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、献
立
や
食
材
の
工
夫

を
行
な
う
こ
と
で
運
営
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
給
食
費
の
現
年
度
分
収
納
状
況
（
羽

村
市
分
）
は
次
の
と
お
り
で
、
平
成
18
年
度
に

比
較
す
る
と
収
納
状
況
は
改
善
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
悪

質
な
保
護
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
簡
易
裁
判
所

へ
の
支
払
い
督
促
の
申
し
立
て
等
、
法
的
措
置

の
導
入
に
つ
い
て
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
協

議
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

※
給
食
費
の
現
年
度
分
収
納
状
況

調
定
額　

2
1
4
、7
9
2
、0
2
5
円

収
入
額　

2
1
1
、8
6
0
、5
1
5
円

未
納
額　
　
　

2
、9
3
1
、5
1
0
円

収
納
率　
　
　
　
　
　

9
8
・
6
4
％

●
問
合
せ　

教
育
総
務
課

学
校
給
食
費
会
計
の

決
算
報
告
に
つ
い
て
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小・中学校の行事予定　1月～3月 詳しくは、各学校にお問合せください。

●羽村東小学校
1月25日（日）～26日（月）　学校公
開・校内書写展
3月8日（日）　管弦楽団定期演奏会
（ゆとろぎ）
●羽村西小学校
1月19日（月）～23日（金）　校内書
写展
2月27日（金）、3月2日（月）・3日（火）　
特別授業公開
3月1日（日）　羽村西小金管バンド
部定期演奏会（ゆとろぎ）
●富士見小学校
1月23日（金）～24日（土）　学校公
開・校内書写展
1月24日（土）　道徳授業地区公開
講座
2月20日（金）　金管・ラストコンサ
ート5・6年生（ゆとろぎ）
2月27日（金）　ひな祭りコンサー
ト4年生（体育館）
●栄小学校
1月19日（月）～23日（金）　校内書
写展

2月13日（金）　あこがれ夢広場
3月20日（金）　金管バンド部定期
演奏会（ゆとろぎ）
●松林小学校
1月23日（金）～24日（土）　学校公
開・校内書写展
3月6日（金）　さくらコンサート
（体育館）
●小作台小学校
1月23日（金）　学校公開・書初め
展
2月10日（火）　道徳授業地区公開
講座
3月14日（土）　ジュニアバンド定
期演奏会（ゆとろぎ）
●武蔵野小学校
1月17日（土）　学校公開・校内書
写展
3月21日（土）　吹奏楽団定期演奏
会（ゆとろぎ）
●羽村第一中学校
3月11日（水）　合唱コンクール
（ゆとろぎ）
3月22日（日）　吹奏楽部定期演奏

会（ゆとろぎ）
●羽村第二中学校
1月13日（火）～16日（金）　公開授
業週間
2月9日（月）～13日（金）　公開授
業週間
3月2日（月）～6日（金）　公開授業
週間
3月7日（土）　第37回音楽会（ゆと
ろぎ）
●羽村第三中学校
2月9日（月）～13日（金）　学校公
開週間・作品展
3月6日（金）　合唱コンクール（ゆ
とろぎ）

全体
1月31日（土）～2月1日（日）　羽村
市小学校書写展（ゆとろぎ）
2月4日（水）　西多摩中学校教育研
究会（ゆとろぎ）
2月25日（水）　羽村市教育研究会
（ゆとろぎ）

　

教
育
委
員
会
定
例
会
（
第
11
回
〜
13
回
）

が
以
下
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
11
回
教
育
委
員
会
定
例
会

（
平
成
20
年
10
月
1
日
）

議　

案

○
専
決
処
分
の
承
認
を
も
と
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
教
育
委
員
会
職
員
人
事
）

※
こ
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
委
員
長
及
び
委

員
長
職
務
代
理
者
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
第
12
回
教
育
委
員
会
定
例
会

（
平
成
20
年
10
月
21
日
）

○
羽
村
市
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び

評
価
に
つ
い
て

○
羽
村
市
公
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
羽
村
市
奨
学
金
支
給
条
例
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

○
参
事
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
学
校
管
理
職
人
事
）

※
こ
の
ほ
か
、
校
長
会
、
青
少
年
健
全
育
成

の
日
、
小
学
生
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
13
回
教
育
委
員
会
定
例
会

（
平
成
20
年
11
月
18
日
）

議　

案

○
平
成
20
年
度
羽
村
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）
の
う
ち
教
育
費
に
係
る
部
分

の
意
見
聴
取
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
村
市
一
般
会
計
の
う
ち
教

育
費
に
係
る
部
分
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て

○
学
校
評
議
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

○
羽
村
市
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
に
及

び
評
価
に
伴
う
有
識
者
の
選
任
に
つ
い
て

※
こ
の
ほ
か
、
校
長
会
、
羽
村
市
ふ
れ
あ
い

綱
引
き
大
会
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
定
例
会
報
告
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「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」

　

昨
年
の
夏
8
月
に
10
日
間
、
羽
村
市
青
少
年

海
外
派
遣
団
の
団
長
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
滞
在
中
ア
メ
リ
カ
は
次

期
大
統
領
選
と
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
沸
き
立

っ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は

水
泳
の
競
技
。
日
本
で
は
各
国
の
出
場
選
手
を

コ
ー
ス
順
に
映
像
で
紹
介
し
ま
す
が
あ
ち
ら
で

は
、
選
手
紹
介
の
間
は
自
国
の
選
手
の
み
し
か

映
し
て
い
ま
せ
ん
。
金
メ
ダ
ル
の
北
島
選
手
で

さ
え
も
映
ら
な
い
徹
底
ぶ
り
。
あ
ら
た
め
て
文

化
の
違
い
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
親
元
を
離
れ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
異

文
化
を
自
分
自
身
で
体
験
し
、
肌
で
感
じ
た
こ

と
は
団
員
た
ち
の
外
国
に
対
す
る
認
識
や
理
解

を
一
層
深
い
も
の
に
し
、
あ
ら
た
め
て
、
日
本

の
文
化
を
見
つ
め
な
お
す
と
と
も
に
世
界
に
は

多
様
な
文
化
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
体
験
を
活
か
し
て
〝
ふ
る
さ
と
羽
村
〞

で
育
っ
て
い
く
団
員
た
ち
が
大
き
な
目
標
に
向

か
っ
て
果
敢
に
挑
戦
し
、
今
ま
で
の
自
分
を

「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」
し
て
ほ
し
い
と
…
…
願
う

新
年
で
す
。

教
育
委
員　

野
崎
喜
久
美

　

11
月
1
日
の
東
京
都
教
育
の
日
に
、

東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
、
長
期
間
に

わ
た
り
継
続
し
て
学
校
活
動
を
支
援
し

て
い
る
団
体
に
対
す
る
感
謝
状
の
授
与

が
あ
り
、
富
士
見
小
学
校
で
読
み
聞
か

せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
る

「
読
み
聞
か
せ
・
む
く
の
会
」
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　
「
む
く
の
会
」
は
、
9
年
前
に
富
士

見
小
学
校
の
保
護
者
を
中
心
に
発
足
し
、

現
在
27
名
の
会
員
で
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
活
動
は
、
小
学
校
低
学
年
を
中
心

に
朝
読
書
を
利
用
し
て
教
室
で
の
本
の

読
み
聞
か
せ
や
図
書
室
で
の
読
書
コ
ー

ナ
ー
で
の
読
み
聞
か
せ
、
お
し
ら
せ
に

よ
る
推
薦
図
書
の
紹
介
な
ど
で
す
。

　

学
校
で
は
、
長
年
に
わ
た
る
「
む
く

の
会
」
の
活
動
に
よ
り
、
児
童
の
読
書

へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
い
う
形
で
効
果

も
現
れ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

今
後
も
、
む
く
の
会
の
活
動
に
よ
り
、

学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
の
充
実
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

東
京
都
教
育
委
員
会

学
校
活
動
支
援
団
体
感
謝
状
受
賞

●
問
合
せ　

教
育
総
務
課

「
読
み
聞
か
せ
・
む
く
の
会
」

生涯学習センターゆとろぎ  Tel.570-0707
図　書　館  Tel.554-2280
郷土博物館  Tel.558-2561
スポーツセンター  Tel.555-0033
スイミングセンター  Tel.579-3210
弓　道　場  Tel.555-9255

小作台小学校  Tel.554-1431
武蔵野小学校  Tel.555-6904
羽村第一中学校  Tel.554-2012
羽村第二中学校  Tel.554-2041
羽村第三中学校  Tel.555-5131

羽村東小学校  Tel.554-5663
羽村西小学校  Tel.554-2034
富士見小学校  Tel.554-6449
栄 小 学 校  Tel.554-2024
松林小学校  Tel.554-7800


